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市　の　人　口
（平成１４年８月１日現在）

世帯数　  ７０,９７１世帯　
人　口　１８９,８２８人    
　　男　  ９２,９８２人
　　女　  ９６,８４６人

（前月比６９世帯増）
（前月比５人増）

       
�
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
古
紙
配
合
率　

％
の
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す 
� 
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
�

100

　

市
で
は
、
長
寿
を
お
祝
い
し
、

満
七
十
歳
、
満
七
十
七
歳
、
満

八
十
八
歳
、
満
百
歳
の
節
目
の

年
齢
を
迎
え
ら
れ
た
人
に
敬
老

祝
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
対
象
に
な
る
人
と
金
額
…
今

年
１
月
１
日
か
ら
８
月　

日
ま

３１

で
引
き
続
き
宇
治
市
に
居
住
し
、

住
民
登
録
か
外
国
人
登
録
を
し

て
い
る
人
で
、
次
の
①
か
ら
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
満　

歳
（
昭
和
６
年
９
月　

７０

１７

日
か
ら
昭
和
７
年
９
月　

日
生

１６

ま
れ
）
の
人
に
１
万
円

②
満　

歳
（
大
正　

年
９
月　

７７

１３

１７

日
か
ら
大
正　

年
９
月　

日
生

１４

１６

ま
れ
）
の
人
に
２
万
円

③
満　

歳
（
大
正
２
年
９
月　

８８

１７

日
か
ら
大
正
３
年
９
月　

日
生

１６

ま
れ
）
の
人
に
３
万
円

④
満
１
０
０
歳
（
明
治　

年
９

３４

月　

日
か
ら
明
治　

年
９
月　

１７

３５

１６

日
生
ま
れ
）
の
人
に
５
万
円

●
お
贈
り
す
る
方
法
…
対
象
に

な
る
人
に
は
今
月
末
ま
で
に
敬

老
祝
金
通
知
書
と
口
座
振
替
依

頼
書
を
お
送
り
し
ま
す
。
口
座

振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
健
康
生
き
が
い
課
ま

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ご
指

定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
…
詳
し
く
は
、

健
康
生
き
が
い
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

節
目
の
年
齢
を

　
　

迎
え
ら
れ
た
人
に

敬
老
祝
金
を
贈
り
ま
す

水前寺清子コンサート
と   き　11月23日（祝）

①午後２時半　②午後６時
　　　　（２回公演）

ところ　宇治市文化センター
　　　　               大ホール
＜全席指定席＞　
　　　３５００円（当日券４０００円）

□問 宇治市文化センター
　　（�３９-９３３３）

文化センター、観光協会、観光案内所（宇治橋西詰・近鉄大久
保駅構内）、アルプラザ宇治東・城陽、ローソンチケット、市
内各コミュ二ティセンター（西小倉・東宇治・南宇治・槇島）

チケットは各プレイガイドで８月２４日（土）から発売
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第
十
二
回
紫
式
部
文
学
賞
の
受
賞
作
品
が
こ
の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
、 
河
野
裕
子 
さ
ん
の
歌
集
�
歩
く
�
で
す
。
贈
呈
式
は

か
わ
の
ゆ
う
こ

十
一
月
十
日　
 
に
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

（日）

　

□問
 

文
化
自
治
振
興
課

　

第
十
二
回
紫
式
部
文
学
賞
の

受
賞
作
品
は
、
河
野
裕
子
さ
ん

の
歌
集
�
歩
く
�
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

紫
式
部
文
学
賞
は
、
源
氏
物

語
ゆ
か
り
の
地
に
ふ
さ
わ
し
い

ふ
る
さ
と
創
生
事
業
と
し
て
平

成
三
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
女
性
作

家
に
よ
る
前
年
発
表
の
文
学
作

品
で
、
今
回
の
受
賞
作
品
は
全

国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
五
十
二
作

品
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
選
考
委
員
は
次
の
皆
さ

ん
で
す
。（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）。

　

梅
原
猛
（
国
際
日
本
文
化
研

究
セ
ン
タ
ー
顧
問
）、
瀬
戸
内

寂
聴
（
作
家
）、
竹
田
青
嗣
（
文

芸
評
論
家
）、
多
田
道
太
郎
（
評

論
家
）、
田
辺
聖
子
（
作
家
）。

作
品
の
紹
介
と
寸
評

第１２回紫式部文学賞は

河野裕子歌集 �歩 く� に

　

八
月
九
日
の
発
表
の
席
上
、

　

河
野
裕
子
氏
は
、
中
学
生
の

こ
ろ
よ
り
短
歌
を
作
り
始
め
、

大
学
在
学
中
に�
桜
花
の
記
憶
�

で
歌
壇
の
登
竜
門
と
さ
れ
る
角

川
短
歌
賞
を
受
賞
。
初
の
戦
後

生
ま
れ
の
歌
人
の
受
賞
と
し
て

話
題
を
呼
ん
だ
。
以
後
、
短
歌

界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
一
人

と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。　

　

第
一
歌
集
�
森
の
や
う
に
獣

の
や
う
に
�
の
の
ち
、
多
く
の

歌
集
を
出
し
、
受
賞
作
の
�
歩

く
�
は
第
九
歌
集
に
な
る
。

　

歌
集
�
歩
く
�
に
は
、
一
九

九
六
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
一
年

四
月
ま
で
の
作
品
、
四
九
三
首

が
納
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
然

の
叙
景
と
身
体
感
覚
が
た
く
み

に
溶
け
合
っ
た
独
自
の
言
語
感

覚
に
よ
っ
て
、
家
庭
や
身
近
な

生
活
の
感
覚
が
陰
影
豊
か
に
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
。

　

あ
と
が
き
に
、
タ
イ
ト
ル
の

由
来
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
か
れ

て
い
る
。 
「
二
〇
〇
〇
年
秋
に
、

乳 
癌 
の
手
術
を
受
け
た
。
今
度

が
ん

竹
田
青
嗣
さ
ん

選
考
委
員
長

講         
評

梅
原
猛
選
考
委
員
長
は
次
の
よ

う
に
講
評
し
ま
し
た
。　

 　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

紫
式
部
文
学
賞
は
、
女
性
作

家
で
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
す
ば

ら
し
い
作
品
を
選
考
し
て
い
ま

す
。
過
去
を
み
て
も
、
現
在
非

常
に
有
名
に
な
ら
れ
た
若
い
作

家
の
有
名
に
な
ら
れ
る
前
の
初

期
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
本
賞
が
文
学
的

関
心
を
も
っ
て
、
内
容
の
す
ば

ら
し
さ
で
選
ん
で
き
た
も
の
で
、

た
い
へ
ん
誇
り
が
持
て
る
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
優
秀
な
歌
集
作
品

が
多
く
、
そ
の
中
で
も
ほ
と
ん

ど
の
委
員
の
評
価
が
一
致
し
た

河
野
さ
ん
の
歌
集
�
歩
く
�
に

決
定
し
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
乳
癌
の
手
術

を
さ
れ
、
歩
く
こ
と
が
困
難
と

な
り
、
今
更
な
が
ら
歩
く
と
い

う
こ
と
の
人
間
の
重
要
な
意
味

を
感
じ
、そ
の
思
い
入
れ
が
�
歩

く
�
と
い
う
歌
集
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
高
い
評
価
を
受

け
て
お
ら
れ
た
が
、
病
気
を
境

に
一
層
歌
境
を
深
く
し
て
、
い

い
歌
が
多
い
と
い
う
意
見
が
大

勢
を
占
め
た
こ
と
に
よ
り
授
賞

と
な
り
ま
し
た
。

　

歌
は
日
常
生
活
を
歌
っ
て
い

ま
す
が
、
病
気
を
し
た
せ
い
も

あ
っ
て
た
い
へ
ん
心
境
が
深
く
、

死
の
予
感
の
よ
う
な
も
の
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
動
物
に
対
す

る
愛
情
が
お
も
し
ろ
く
、
猫
・

み
み
ず
く
な
ど
動
物
は
い
き
い

き
と
し
て
い
ま
す
が
、
共
通
の

さ
び
し
さ
を
動
物
に
た
た
え
て

い
る
歌
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

京
都
に
住
む
文
学
者
か
ら
授

賞
作
品
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
大

変
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

の
病
気
で
最
も
身
に 
沁 
み
た
の

し

は
、
歩
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。
歩
く
と
い
う
、
全
く
あ
た

り
ま
え
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
生
身
の
は
か
な
さ
と
、
健

康
の
有
り
難
さ
を
思
わ
な
い
で

は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。」

　

日
常
生
活
の
機
微
を
柔
ら
か

な
感
性
で
と
ら
え
た
歌
が
多
い

が
、
生
き
る
こ
と
へ
の
静
か
な

感
懐
が 
滲 
ん
で
い
て
、
歌
人
の

に
じ

い
き
い
き
と
し
た
個
性
が
浮
か

び
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
手

術
、
闘
病
を
詠
ん
だ
も
の
は
、

歌
集
の
後
半
に
お
か
れ
て
い
る

が
、
歌
人
の
新
し
い
境
地
を
示

し
て
味
わ
い
深
い
も
の
が
多
い
。

　
 

　
 
�
歩
く
�
は
、
わ
た
し
の

第
九
冊
目
の
歌
集
で
あ
る
。

歌
集
制
作
期
間
中
に 
、
乳
癌

が
発
見
さ
れ
、
手
術
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
。
周
囲
の
者
は

配
慮
し
て
く
れ
て
病
気
の
こ

と
は
隠
す
よ
う
に
言
っ
て
く

れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
率
直
に

自
分
を
全
開
し
て
歌
を
作
っ

て
き
た
わ
た
し
に
は
、
そ
れ

は
で
き
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

他
人
の
思
惑
や
批
判
、
歌
の

出
来
不
出
来
は
考
え
ず
、
思

い
き
っ
て
正
面
か
ら
歌
い
き

っ
た
。
そ
れ
で
よ
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。
歌
を
作
る
と

き
、
ど
の
よ
う
な
制
約
も
自

分
に
か
け
て
は
な
ら
な
い
か

ら
で
あ
る
。
自
分
を
全
開
し
、

 
顧
慮 
す
る
こ
と
な
く
言
葉
を

こ
り
ょ

使
わ
な
け
れ
ば
、
言
葉
は
伸

び
な
い
。
術
後
、
し
ば
ら
く

歩
く
こ
と
が
困
難
に
な
り
、

車 
椅
子 
を
使
わ
な
け
れ
ば
な

い
す

ら
な
く
な
っ
た
。
歩
く
と
い

う
き
わ
め
て
あ
た
り
ま
え
だ

と
思
っ
て
い
た
体
の
働
き
を

奪
わ
れ
て
、
生
身
の
は
か
な

さ
と
歩
く
こ
と
の
大
切
さ
を

身
に
沁
み
て
味
わ
っ
た
。

 　
�
歩
く
�
は
、
去
年
の
春
、

息
子
が
立
ち
上
げ
た
青
磁
社

の
創
業
第
一
冊
目
の
歌
集
と

し
て
世
に
で
た
。
今
年
の
春

に
は
、
若
山
牧
水
賞
を
受
け
、

有
り
難
い
こ
と
と
思
っ
て
い

た
が
、
こ
の
た
び
紫
式
部
文

学
賞
を
合
わ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
っ
た
。 
幾
重 
に
も 
仕
合 

い
く
え 

し
あ
わ

せ
な
歌
集
で
あ
る
。
本
歌
集

を
お
選
び
頂
い
た
選
者
の
先

生
方
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

�
著
者
略
歴
�
昭
和
二
十
一

年
七
月
、
熊
本
生
ま
れ
。
京

都
女
子
大
学
卒
業
。
現
代
女

流
短
歌
賞
、
短
歌
研
究
賞
、

京
都
府
文
化
功
労
賞
な
ど
を

受
賞
。
そ
の
他
の
著
書
に
歌

集
「
桜
森
」・「
体
力
」、
評
論

集
、
エ
ッ
セ
イ
集
な
ど
が
あ

る
。
京
都
市
左
京
区
在
住
。

受
賞
作
は
青
磁
社
か
ら
刊
行
。

河
野
裕
子
さ
ん

　

受
賞
の
こ
と
ば

▲発表する梅原猛
　　　　　　選考委員長
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９
月
か
ら
予
約
加
入
受
け
付
け
を
開
始

　

私
た
ち
は
い
つ
交
通
事
故
に
あ
っ
た
り
、
火
災
に
あ
っ
た
り
す
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
市
で
は
、
交
通
事
故
や
火
災
に
あ
わ
れ
た
人
を
み
ん
な
で
救
済
す
る
た
め
、

交
通
災
害
共
済
制
度
と
火
災
共
済
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
万
一
に
備
え
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

□問
 

交
通
対
策
課

●
見
舞
金
の
請
求
は

●
交
通
災
害
共
済
の

　

見
舞
金
額
は

●
火
災
共
済
の
会
費
は

●
対
象
と
な
る
事
故
は

●
対
象
に
な
ら
な
い

　

火
災
と
は

●
自
転
車
の
事
故
で
事
故

　

証
明
書
が
な
い
と
き
は

　

宇
治
市
交
通
災
害
共
済
に
加

入
で
き
る
の
は
、
宇
治
市
に
住

所
が
あ
る
人
で
す
。
加
入
後
に

市
外
へ
転
出
さ
れ
て
も
、
共
済

期
間
内
で
あ
れ
ば
見
舞
金
を
請

求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
人
一
年
間
五
百
円
で
、
一

人
一
口
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

十
二
月
一
日
以
降
に
加
入
さ
れ

る
場
合
は
、
受
付
日
の
翌
日
か

ら
が
共
済
期
間
と
な
り
、
加
入

申
し
込
み
の
月
に
よ
っ
て
金
額

が
異
な
り
ま
す
。

　

道
路
交
通
法
で
規
定
さ
れ
て

い
る
車
両
で
、
自
動
車
・
バ
イ

ク
・
自
転
車（
小
児
用
を
除
く
）

と
身
体
障
害
者
用
の
車
い
す
に

よ
る
人
身
事
故
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

見
舞
金
の
請
求
に
は
、
会
員

証
兼
領
収
書
及
び
見
舞
金
請
求

書
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ

ー
の
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明

書
、
医
師
の
診
断
書
（
事
故
日

か
ら
十
日
以
内
に
受
診
が
必

要
）
の
証
明
書
類
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
見
舞
金
の
請
求
は
、

事
故
日
か
ら
一
年
以
内
と
な
っ

て
い
ま
す
。
申
請
に
必
要
な
書

類
は
交
通
対
策
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　

自
転
車
に
よ
る
事
故
の
場
合

に
限
り
、
事
故
証
明
書
の
提
出

が
な
く
て
も
受
け
付
け
が
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

自
転
車
に
よ
る
事
故
で
あ
っ
て

も
、
事
故
の
相
手
が
自
動
車
や

バ
イ
ク
の
場
合
は
、
自
動
車
安

全
運
転
セ
ン
タ
ー
の
発
行
す
る

交
通
事
故
証
明
書
の
提
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
交

通
対
策
課
へ
。

　

左
表
①
の
と
お
り
で
す
。

　

見
舞
金
は
、
事
故
の
た
め
入

院
あ
る
い
は
通
院
さ
れ
た
日
数

に
よ
り
区
分
さ
れ
た
等
級
で
金

額
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

通
院
期
間
は
、
治
療
の
初
日

か
ら
治
癒
の
日
ま
で
の
期
間
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
治
療
を
十

四
日
以
上
中
断
し
た
場
合
は
、

当
該
中
断
期
間
を
除
き
ま
す
。

交
通
災
害
共
済
と
は

火
災
共
済
と
は

　

市
内
に
居
住
し
、
住
民
基
本

台
帳
（
外
国
人
登
録
原
票
）
に

世
帯
主
と
し
て
記
録
（
登
録
）

さ
れ
て
い
る
人
が
、
そ
の
記
録

さ
れ
て
い
る
住
所
に
お
い
て
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

複
数
の
家
屋
を
所
有
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
住
民
登
録
さ
れ

て
い
る
住
所
の
家
屋
だ
け
が
加

入
の
対
象
と
な
り
ま
す
。　　

　

火
災
共
済
の
加
入
は
、持
家
・

借
家
に
関
係
な
く
加
入
で
き
ま

す
。

　

二
世
帯
が
同
居
さ
れ
て
い
る

場
合
で
、
住
民
票
に
同
一
世
帯

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
世
帯
主
だ
け
が
加
入
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で

住
民
票
が
登
録
さ
れ
て
い
る
と

き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
帯
で
加

入
で
き
ま
す
。

　

一
世
帯
に
つ
き
、
一
年
間
五

百
円
で
、
二
口
、
千
円
ま
で
加

入
で
き
ま
す
。
世
帯
の
人
数
に

は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

　

十
二
月
一
日
以
降
に
加
入
さ

れ
る
場
合
は
、
受
付
日
の
翌
日

か
ら
が
共
済
期
間
と
な
り
、
加

入
申
し
込
み
の
月
に
よ
っ
て
金

額
が
異
な
り
ま
す
。

　

会
員
が
現
に
居
住
し
て
い
る

建
物
の
火
災
で
、
消
防
署
が
被

害
を
確
認
し
た
も
の
で
、
見
舞

金
の
申
請
に
は
消
防
署
が
発
行

す
る
「
り
災
証
明
書
」

な
ど
が
必
要
で
す
。
火

災
に
あ
わ
れ
た
ら
、
被

害
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
必
ず
消
防
署
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
に
な
る
火
災
は

●
交
通
災
害
共
済
の

　

会
費
は

●
加
入
で
き
る
人
は

●
加
入
で
き
る
人
は

　

次
の
場
合
は
、
共
済
見
舞
金

の
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
門
・
へ
い
・
垣
な
ど
の
工

作
物
の
火
災
事
故　

②
独
立
し

た
物
置
・
ガ
レ
ー
ジ
な
ど
の
付

属
物
の
火
災
事
故　

③
マ
ン
シ

ョ
ン
・
共
同
住
宅
の
廊
下
・
階

段
な
ど
の
共
用
部
分
の
火
災
事

故   
④
会
員
及
び
そ
の
同
一
世

帯
に
属
す
る
同
居
の
親
族
の
故

意
ま
た
は
重
大
な
過
失
に
よ
る

火
災
事
故　

⑤
地
震
そ
の
他
の

天
災
地
変
（
落
雷
は
除
く
）
に

よ
る
火
災
事
故　

⑥
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
火
災
事
故　

　

左
表
②
の
と
お
り
で
す
。

　

見
舞
金
の
請
求
期
間
は
、
火

災
が
発
生
し
た
日
か
ら
一
年
以

内
で
す
。

●
火
災
共
済
の
見
舞

　

金
額
は

見舞金額　　   災　　害　　の　　程　　度等級

　150               死亡した場合   1

      20　180 日以上入院
　
　

入  
院  
の  
場  
合

   2

      13　150 日以上 180 日未満の期間入院   3

      11　120 日以上 150 日未満の期間入院   4

　　 9　90 日以上 120 日未満の期間入院   5

　　 7　60 日以上 90日未満の期間入院   6

　　 6　30 日以上 60日未満の期間入院   7

　　 5　30 日未満の期間入院   8

　　 4　60 日以上の通院
 
通 
院 
の 
場 
合

   9

　　 3　30 日以上 60日未満の期間通院  10

　　 2　7日以上 30日未満の期間通院  11

　 1.5　7日未満の期間通院   12

 表②   火災共済見舞金の等級　　　　      単位：万円
 見舞金額

　　   災　   害　    の　  程　   度等級
 2 口  1 口 

150  75
対象建物及び家財の 70％以上が
焼失・損壊した場合

   1

  70  35
対象建物及び家財の20％以上70％未満が
焼失・損壊した場合

   2

  20  10
対象建物及び家財の10％以上20％未満が
焼失・損壊した場合

   3

    6    3
対象建物及び家財の 10％未満が
焼失・損壊した場合

   4

    3 1.5
軽微な水損（焼失なし）及び家財のみ
焼失した場合

   5

 表①　交通災害共済見舞金の等級　　      単位：万円

第１３２３号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　８月２１日発行（２）

万一に備えましょう

　

平
成
十
年
か
ら
始
ま
っ
た
宇

治
大
田
楽
復
活
祭
は
、
市
民
の

ま
つ
り
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
を
め
ざ
し
、
昨
年
か
ら
名
称

を
�
宇
治
大
田
楽
ま
つ
り
�
と

改
め
ま
し
た
。
二
年
目
と
な
る

今
年
は
、
十
月
十
九
日
�
に
府

立
宇
治
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

　

宇
治
大
田
楽
ま
つ
り
実
行
委

員
会
で
は
、
当
日
の
運
営
を
サ

ポ
ー
ト
す
る「
運
営
ス
タ
ッ
フ
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、
市
民
の

ま
つ
り
を
創
り
あ
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

▼
内
容
…
①
会
場
設
営　

②
衣

装
の
着
付
け　

③
出
演
者
の
行

進
時
・
会
場
内
で
の
誘
導　

④

観
客
の
誘
導　

⑤
後
片
付
け　

⑥
そ
の
他
補
助
作
業

▼
応
募
資
格
…　

歳
以
上
で　

１６

１０

月　

日
�
に
参
加
で
き
る
人
。

１９
な
お
、
高
校
生
の
場
合
は
親
権

者
の
同
意
が
必
要
で
す
。

▼
応
募
方
法
…
９
月
７
日
�
ま

で
（
必
着
）
に
フ
ァ
ク
ス
か
は

が
き
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
生
年

月
日
・
性
別
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
と
そ
の
電
話
番
号
ま
た
は

学
校
名
を
記
入
し
て
、
宇
治
大

田
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会
「
運

営
ス
タ
ッ
フ
」
募
集
係
（
〒
６

１
１
�
０
０
４
１　

槇
島
町
吹

前　

�
２
、
ブ
リ
オ
�
内
、
�

５５
�
�　

・
５
５
５
７
＝
午
前　

２２

１０

時
〜
午
後
５
時
、
土
・
日
曜
日

を
除
く
）
へ
。

市
所
管
は
文
化
自
治
振
興
課
。

▼
ス
タ
ッ
フ
説
明
会
…
９
月　
２１

日
�
、
午
後
６
時
半
か
ら
宇
治

公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
か
ら
で
も
始
め
る
こ
と
が
で

き
る
生
涯
学
習
。 
市
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
で

取
り
組
ま
れ
て
い
る
学
習
活
動

の
発
表
の
場
を
提
供
す
る
「
宇

治
ま
な
び
ん
ぐ
２
０
０
３
」
を

平
成
十
五
年
二
月
十
一
日（
祝
）

に
開
催
し
ま
す
。

　

地
域
で
楽
し
く
学
び
、
生
き

生
き
交
流
す
る
人
た
ち
が
い
っ

ぱ
い
の
宇
治
の
ま
ち
。
学
び
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
層
広
め
深

め
る
集
い
を
あ
な
た
の
ア
イ
デ

ア
で
企
画
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
応
募
資
格
…
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
の　

歳
以
上
の
人

１８

◆
募
集
人
数
…
若
干
名

◆
募
集
期
間
…
９
月
５
日
�
ま

で◆
申
し
込
み
…
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
�　

・
９
５
０
０
）
へ
。

３９

すばらしい生涯学習との出会い

宇治まなびんぐ２００３

企画委員募集

▲宇治大田楽まつり（昨年）

�
宇宇
治治
大大
田田
楽楽
まま
つつ
りり
�

　
  
運
営
ス
タ
ッ
フ
募
集

１０月１９日(土）
　 開        催

宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇宇治治治治治治治治治治治治治治治治市市市市市市市市市市市市市市市市交交交交交交交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通通通通通通通災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済・・・・・・・・・・・・・・・・火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災共共共共共共共共共共共共共共共共済済済済済済済済済済済済済済済済加加加加加加加加加加加加加加加加入入入入入入入入入入入入入入入入申申申申申申申申申申申申申申申申込込込込込込込込込込込込込込込込方方方方方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法法法法法 宇治市交通災害共済・火災共済加入申込方法
＜会費＞ ◎交通災害共済＝1人年額500円（個人加入）
　　　　 ◎火災共済＝1口500円（世帯加入で2口まで加入できます）
＜共済期間＞ 平成14年12月1日～15年11月30日
※加入方法＝ご協力いただいている町内会・自治会では、各々の日程によ
　り加入申込用紙が配布されます。郵便局を除く市内の金融機関の窓口
　にも加入申込用紙を置いています。交通対策課でも受け付けています。

宇治市交通災害共済・火災共済
共済期間 平成14年12月1日～15年11月30日

加入しませんか



新
任
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
委
嘱
状
を
伝
達

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
自

分
ら
し
く
い
き
い
き
と
暮
ら
し

て
い
く
に
は
、
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

体
を
動
か
す
実
技
体
験
や
、
個

別
相
談
な
ど
を
通
じ
て
、
あ
な

た
が
も
っ
と
健
康
的
に
な
れ
る

コ
ツ
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と
き
・
と
こ
ろ
…
下
表
の
と

お
り
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時
半

〜
４
時
。
希
望
す
る
コ
ー
ス
を

お
選
び
く
だ
さ
い
。
★
印
の
日

は
、
医
師
に
よ
る
相
談
も
受
け

ら
れ
ま
す
（
各
会
場
ご
と
に
定

員
が
あ
り
ま
す
）。

▼
内
容
…
◎
１
回
目
＝
食
生
活

い
ろ
い
ろ
体
験
（
あ
な
た
に
必

要
な
食
事
量
は
？
ほ
か
）・
ミ
ニ

健
康
筋
ト
レ
体
操
・
い
ろ
い
ろ

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
・
体
脂
肪
測
定

な
ど　

◎
２
回
目
＝
栄
養
士
・

看
護
師
・
保
健
師
に
よ
る
個
別

健
康
相
談（
時
間
予
約
制
）。
個

別

別
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス
票
を
お

作
り
し
ま
す
。

▼
対
象
…
今
年
度
の
基
本
健
診

を
受
診
し
、
結
果
が
「
異
常
認

め
ず
」
以
外
の
人

▼
参
加
費
…
無
料

▼
申
し
込
み
…
健
康
生
き
が
い

課
へ
電
話
か
直
接
に
。
申
し
込

み
時
に
基
本
健
診
の
「
総
合
判

定
」
結
果
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。
後
日
案
内
状
を
お
送
り
し

ま
す
。

2回目1回目コース会　　場

すでに終了しました1

生涯学習センター

★　9/17（火）9/3（火）2

★10/30（水）10/16（水）3

★11/14（木）10/31（木）4

★11/19（火）11/5（火）5

9/26（木）9/12（木）6
宇治公民館

10/25（金）10/11（金）7

★　9/20（金）9/6（金）8
西小倉地域福祉
センター

10/17（木）10/3（木）9

★11/22（金）11/8（金）10

10/22（火）10/8（火）11西小倉コミュニティセンター

10/24（木）10/10（木）12南宇治コミュニティセンター

9/25（水）9/11（水）13

木幡公民館
★10/23（水）10/9（水）14

★11/15（金）11/1（金）15

11/25（月）11/11（月）16

たたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめしししししししししししてててててててててててナナナナナナナナナナナッッッッッッッッッッッ得得得得得得得得得得得！！！！！！！！！！！
健健康康塾塾
□問 健康生きがい課

　

市
で
は
、
長
く
一
つ
の
職
業

に
従
事
し
、
優
れ
た
技
能
を
磨

い
て
こ
ら
れ
た
人
の
功
労
を
た

た
え
る
と
と
も
に
、
技
能
水
準

の
一
層
の
向
上
と
技
能
尊
重
の

機
運
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
十

一
月
二
十
三
日
の
勤
労
感
謝
の

日
に
、
技
能
功
労
者
を
表
彰
し

て
い
ま
す
。
こ
の
技
能
功
労
者

の
候
補
者
の
推
薦
を
九
月
十
三

日
�
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
　

対
象
と
な
る
人

　

�
建
築
・
土
木
・
電
気
工
事

な
ど　

�
各
種
の
製
品
製
造
・

�
技
能
を
披
露
さ
れ
る
功
労
者（
昨
年
）

加
工
・
組
み
立
て
・
修
理
な
ど

　

�
理
容
・
美
容
・
調
理
・
あ

ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
技

能
的
職
種
に
就
き
、
次
の
す
べ

て
を
満
た
す
人

　

①
市
内
に
継
続
し
て
５
年
以

上
住
所
が
あ
る　

②
技
能
者
と

し
て
市
内
の
小
規
模
の
事
業
所

に
５
年
以
上
従
事
し
、
経
験
年

数　

年
以
上
で
、
平
成　

年　

３０

１４

１１

月　

日
現
在
で
満　

歳
以
上
で

２３

６０

あ
る　

③
極
め
て
優
れ
た
技
能

が
あ
り
、
他
の
模
範
と
認
め
ら

れ
る　

④
引
き
続
き
そ
の
職
種

に
従
事
し
、
指
導
的
立
場
に
あ

る
　
　

推
薦
が
で
き
る
人

　

技
能
者
が
所
属
す
る
産
業
団

体
の
長
か
、
勤
務
す
る
事
業
所

の
事
業
主

　

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

  技技技技技技技技技技能能能能能能能能能能功功功功功功功功功功労労労労労労労労労労者者者者者者者者者者のののののののののの技能功労者の
推推推推推推推推推推薦薦薦薦薦薦薦薦薦薦受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけ付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけ      推薦受け付け

                    9月13日（金）まで

　

小
倉
地
区
及
び
大
久
保
地
区

で
欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
次
の
と
お
り

決
ま
り
、
厚
生
労
働
大
臣
と
京

都
府
知
事
か
ら
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
任
期
は
、
平
成
十
六

年
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
（
敬
称
略
）

�
小
倉
地
区
�
橋
本
勉
＝
南
陵

町
一
丁
目
１
�
１
８
０
（
�　
２３

・
２
６
８
３
）

�
大
久
保
地
区
�
松
田
鈴
枝
＝

大
久
保
町
平
盛　

�
１
、
府
営

９１

西
大
久
保
団
地　

棟
５
０
６
号

４０

（
�　

・
３
０
４
７
）

４６

　

□問
 

社
会
福
祉
援
護
課

　

市
で
は
、
要
約
筆
記
奉
仕
員

の
養
成
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
と
は
、
聴
覚
障
害

者
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
援
助
の
一
つ
で
あ
り
、
話

し
手
が
話
す
内
容
の
要
点
を
つ

か
み
、
そ
れ
を
筆
記
し
て
、
聴

覚
に
障
害
の
あ
る
人
に
伝
え
る

も
の
で
す
。

　

養
成
講
座
は
、
国
が
定
め
る

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
要
約
筆
記

を
行
う
た
め
に
必
要
な
技
術
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の

で
す
。
講
座
に
は
基
礎
課
程
と

応
用
課
程
が
あ
り
、
今
回
募
集

す
る
の
は
、
基
礎
課
程
受
講
者

で
す
。
こ
の
基
礎
課
程
を
修
了

し
た
人
は
、
来
年
度
開
催
す
る

応
用
課
程
に
進
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
し
て
、
要
約
筆
記
奉

仕
員
養
成
講
座
を
全
課
程
修
了

し
た
人
は
、
要
約
筆
記
奉
仕
員

と
し
て
市
町
村
か
ら
業
務
依
頼

を
受
け
た
要
約
筆
記
活
動
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
一

定
の
報
酬
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
募
集
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　

　
　
   
募
集
内
容

◆
と
き
…
９
月　

日
〜　

月　

１８

１１

１３

日
の
毎
週
水
曜
日
（
い
ず
れ
も

午
後
１
時
〜
４
時
）
と
現
場
実

習
（
日
程
は
未
定
）

◆
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館
を

主
会
場
と
し
て
実
施

◆
対
象
…　

歳
以
上
の
市
内
在

１８

住
・
在
勤
の
人
（
要
約
筆
記
の

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
が

基
礎
課
程
・
応
用
課
程
の
全
講

座
を
受
講
で
き
る
人
で
要
約
筆

記
奉
仕
員
と
し
て
登
録
す
る
意

欲
の
あ
る
人
）

◆
定
員
…
お
お
む
ね　

人
３０

◆
費
用
…
無
料
。
た
だ
し
、
教

材
、
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
経

費
に
つ
い
て
は
受
講
者
負
担
と

な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
…
所
定
の
申
込
書

か
便
せ
ん
・
は
が
き
に
、「
要
約

筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
受
講
希

望
」、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号

（
市
外
居
住
者
は
勤
務
先
の
所

在
地
、
勤
務
先
名
）、
職
業
、
年

齢
、
要
約
筆
記
学
習
の
経
験
の

有
無
を
明
記
し
、
８
月　

日
�

２７

ま
で
に
、
障
害
者
母
子
福
祉
課

（
〒
６
１
１
�
８
５
０
１
、
住

所
省
略
可
）
へ
郵
送
か
直
接
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
同
課
に
あ
り
ま
す
。

◆
受
講
決
定
…
受
講
申
し
込
み

締
め
切
り
の
約　

日
後
に
受
講

１０

者
を
決
定
し
、
通
知
し
ま
す
。

◆
そ
の
他
…
開
催
日
、
会
場
に

つ
い
て
は
一
部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
障
害
者
母
子
福

祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

   
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座　
　
　

　
　
　
　
       
基
礎
課
程
を
開
講  

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
講
座
は
、
聴
覚
・
言
語

機
能
に
障
害
の
あ
る
人
と
日
常

会
話
が
で
き
る
程
度
の
手
話
技

術
の
習
得
と
、
京
都
府
が
実
施

す
る
手
話
通
訳

者
養
成
講
座
を

受
講
で
き
る
程

度
の
知
識
と
手

話
通
訳
技
能
の

修
得
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

講
座
の
概
要

と
応
募
方
法
は

次
の
と
お
り
で

す
。

◇
と
き
…
９
月

　

日
〜
平
成　

１９

１５

年
２
月　

日
ま

２７

で
の
毎
週
木
曜
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）、
計　

講
座
。
い
ず

２２

れ
も
午
後
６
時　

分
〜
９
時

４５

（
受
け
付
け
は
６
時
半
）

◇
と
こ
ろ
…
総
合
福
祉
会
館

◇
内
容
…
講
義
と
手
話
通
訳
の

実
技

◇
応
募
資
格
…
全
講
座
を
受
講

で
き
る
満　

歳
以
上
の
市
内
在

１８

住
・
在
勤
の
人
で
、
次
の
い
ず

れ
か
１
つ
に
該
当
す
る
人

①
宇
治
市
ま
た
は
他
市
町
村
で

「
厚
生
労
働
省
の
養
成
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
」
に
沿
っ
た
入
門
課
程

を
修
了
し
、
現
在
、
手
話
サ
ー

ク
ル
で
活
動
中

②
手
話
サ
ー
ク
ル
で
２
年
以
上

活
動
し
、
聴
覚
・
言
語
機
能
に

障
害
の
あ
る
人
と
手
話
で
身
近

な
日
常
会
話
が
で
き
る
人
で
、

基
礎
課
程
を
修
了
し
て
い
な
い

※
「
手
話
サ
ー
ク
ル
」
と
は
、

宇
治
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
セ
ン

タ
ー
に
加
盟
し
て
い
る
サ
ー
ク

ル
と
し
ま
す
。

◇
定
員
…　

人
。
定
員
を
超
え

２０

た
場
合
は
、
別
に
面
接
・
実
技

試
験
を
行
い
、
選
考
し
ま
す
。

◇
受
講
料
…
無
料
（
た
だ
し
、

別
途
テ
キ
ス
ト
代
１
１
５
５
円

が
必
要
）

◇
締
め
切
り
…
９
月
２
日
�
の

午
後
５
時
ま
で
（
必
着
）

◇
申
し
込
み
…
所
定
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
か
直
接
に
障
害
者
母

子
福
祉
課
（
〒
６
１
１
�
８
５

０
１
、
住
所
省
略
可
。
�　

・
２２

７
１
１
７
）
へ
。
申
込
書
は
同

課
に
あ
り
ま
す
。

平
成　

年
度

14
宇
治
市
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
・

基
礎
課
程
を
開
講      
�
障
害
者
母
子
福
祉
課

（３）  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）  ８月２１日発行　第１３２３号

▲手話を学んでコミュニケーションを深めませんか

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
、
ま
も
な
く
二
年
半
に
な

り
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
量
な

ど
を
決
め
る
介
護
保
険
事
業
計

画
は
、
三
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
介

護
保
険
課
で
は
、
現
在
見
直
し

作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
介
護
保
険
制
度
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

先
に
行
っ
た
実
態
調
査
や
介
護

介介護護保保険険のの現現状状はは……
どどううななるる？？宇宇治治市市のの介介護護保保険険

介護保険制度地域説明会を開催します
□問 介護保険課

保
険
制
度
の
実
施
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

◆
と
き
・
と
こ
ろ
…
左
表
の
と

お
り
。
時
間
は
い
ず
れ
も
１
時

間
半
程
度
で
す
。
申
し
込
み
は

不
要
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
の
必

要
な
人
は
、
事
前
に
介
護
保
険

課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東宇治地域福祉センター午後 2時～ 9 ／ 6（金）

生涯学習センター午後 2時～ 
 9 ／ 7（土）
 西小倉地域福祉センター午後 7時～

木幡公民館午後 7時～ 9 ／ 9（月）

南宇治コミュニティセンター午後 2時～ 9／10（火）

□問 障害者母子福祉課



募集
■レセプト審査室嘱託職員
　�業務内容…レセプト点検等�
応募資格…医療事務技能者（有経
験者）�勤務条件…月～金曜日、
午前8時半～午後5時15分（水曜
午後休み）�募集人数… 1人　□申 
市販の履歴書（要写真）と技能認定
書等の写しを郵送で8月 30日�
まで（必着）にレセプト審査室へ。
9月 5日�に面接を行い、選考の
うえ10月 1日�から採用しま
す。 

催し
■植物公園
　＜植物標本相談会＞小・中学生
が採集した名前のわからない植物
について教えます。作成した標本
にいつ・どこで採集したかを書い
て持参してください（1人30点ま
で）。�とき… 8月 29日�～31
日�、午前9時～午後4時（受け
付けは午後3時まで）�ところ…
緑の館ライブラリー（同相談会の

みの人は入園無料）　□問 同園（�
39-9387）　　
■こども料理教室
　�とき9月 14日�、午前10
時～午後1時�ところ…宇治公民
館�対象…小学4～6年生�指導
…宇治市食生活改善推進員協議会
｢若葉の会｣�定員…先着30人�
費用…無料　□申 同館（� 39-9272）

■夏休み親子ひろば「アニメ
　－ションと昔のお話」
　�とき…8月 23日�、午前10
時～正午�ところ…広野公民館�
対象…小学生の子と親�内容…物
の大切さ・平和の大切さについて

地元の高齢者と親子で話し合う。
アニメーション「フランダースの
いぬ」・「ブレーメンの音楽隊」・「お
かあさんの木」�参加費…無料　
□問 同館（� 39-9276）
■チビッコ国際交流教室
　�とき…8月 27日�・29日�
�ところ…広野公民館�対象…小
学生の子と親�内容…英語圏以外
の留学生を囲んで交流・ブラジル
料理に挑戦�材料費…親子で
500円（当日徴収）　□申 8月 23日
�までに同館（� 39-9276）へ。
■おやこっこらんど
　�とき…9月3日�、午前10時
～ 11時半�ところ…生涯学習セ
ンター�内容…ふろしきパラバル
ーン、新聞びりびり、手遊び、自
由遊びなど�対象…乳幼児とその
親�参加費…無料　□問 同センター
（� 39-9500）

福祉
■園庭開放
　�とき…8月 27日�、午前10
時～ 11時半�ところ…小倉双葉
園保育所 ･大久保保育所。いずれ
も雨天中止。駐車場なし。　□問 地
域子育て支援センター（� 39-
9209）
■ぴよぴよ広場
　�とき…8月 27日�、午前10
時～ 11時半�ところ…南部地域
子育て支援センター（同胞保育園
内、� 44-3692）�対象…0歳～
就学前の子とその親�内容…うた

･手遊び ･おもちゃ遊びなど　□問 
地域子育て支援センター（� 39-
9209）
■離職者支援資金による貸
　付制度
　失業や廃業で生計の維持が困難
になった世帯に対して貸付制度を
実施しています（離職2年以内、
年利3％、連帯保証人等の要件あ
り）。　□問 社会福祉協議会（� 22-
5650）
■身体障害者デイサービス
　「アイマスク体験講座」
　�とき…9月14日�、午後1時
半～3時半�ところ…総合福祉会
館�対象…視覚に障害のある人へ
のボランティア活動に関心がある
人�定員…先着20人�参加費…
無料　□申 9月 10日�までに社会
福祉協議会 (� 22-5650、� 22-
5654）へ。

官公署・その他
■障害者アーチェリー教室
　（後期）
　�とき…9月 1日�・8日�・
15日�、午前9時半～11時半
（原則3回とも参加）�ところ…サ
ン・アビリティーズ城陽�内容…
アーチェリーの基本的技術の実技
指導�対象…障害者で初心者か初
級、中級者�定員… 15人�参加
費…無料　□申 教室名・住所・氏名・
年齢・職業・電話番号・障害名・
経験・用具の有無を書き、郵送、
ファクスか直接に8月 26日�ま

でにサン・アビリティーズ城陽（〒
610-0113城陽市中芦原、� /�
53-6644）へ。応募者が定員をこ
えた場合は主催者で選考します。
■城南地域職業訓練センター
　＜パソコンアクセス＞�とき
… 9月 28日～ 10月 5日の土・
日曜、午前9時半～午後3時半。
6回�定員…20人（内中小企業の
従業員14人）�受講料… 1万
4000円　□申 8月 26日�から受
講料を添えて同センター（� 46-
0688）へ。
■城南勤労者福祉会館
　＜さば寿司料理教室＞�とき
…9月 28日�、午後2時～ 4時
�定員…先着28人�受講料…
2000円（材料費含む）　□申 8月26
日�から同会館（� 46-0780）へ。
■難病相談（神経系）
　�とき…9月 5日�、午後1時
～3時半�ところ…宇治保健所�
対象…神経系難病とその疑いのあ
る人やその家族�内容…専門医に
よる個別相談と指導、助言�定員
…6人　□申 同保健所（�21-2192）
■自衛官等の募集
　□問 宇治募集事務所（� 44-7139）

資　格受付
期間募集項目

高卒（見込み含む）
で21歳未満の人
（推薦については高
等学校長の推薦等
別途資格が必要）　

9/5～

9/9
推薦

防衛大学
　校学生 9/12～

10/11
一般

高卒（見込み含む）
で21歳未満の人

9/12～

10/11

  防衛医科
  大学校学生
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第１３２３号  宇　治　市　政　だ　よ　り ２００２年（平成１４年）　８月２１日発行（４）
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  �無償で…ＢＳアンテナ、窓枠エアコン、窓枠クーラー、餅つき器、 
  涼風機、座卓、本棚、エレクトーン、ガスコンロ、石油ファンヒータ

ー、湯沸かし器、チャイルドシート、双子用ベビーカーＢ、ベビーハイ＆ローチェ
ア、歩行器、テント、バーベル一式セット、学習机、高齢者用三輪自動車、旅行か
ばん　�有償で…応接セット、ベビーカーＡ、ベビーフェンス、学習机、鉄道模型、
自転車、空手用防具、テレビラック、ロフトベッド、窓枠エアコン

譲ります

1．登録できる品物
　家具、電気製品、楽器、石油・ガス製品、自転車、ベビー・
　子ども用品、スポーツ・レジャー用品、一般家庭用品、学習
　用品、その他
　＊登録できない品物
　バイク類、おもちゃ、絵本、小物類、食器、せっけん、衣類、
　文具類、生き物、食べ物など
2．取引方法
　�提供登録と希望登録との条件が一致
　�当センターから希望登録者へ連絡
　�希望登録者から提供登録者へ連絡
　�当事者同士の話し合い
　�不成立または成立・引き取り
　�希望登録者が、成立・不成立にかかわらず10日以内に当センターへ結果報告
3．利用上の注意
　＊当センターでは情報の管理、あっせんのみを行っていますので、品物を直接引き取りません。
　＊登録内容に変更（捨てる、他の人に譲るなど）が生じた場合は、変更の連絡をお願いします。
　＊商品の引き渡し後の故障、欠陥などの問題が生じても当センターは一切の責任を負いません。

リサイクル情報センター開設中
□問 リサイクル情報センター（商工観光課内）

提供登録＝譲ります
希望登録＝譲ってほしい
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�とき・内容…下表のとおり。いずれも午後２時～３時半
�と こ ろ…源氏物語ミュージアム講座室
�定　　員…各６０人
�申し込み…往復はがき（一人１枚）に、住所・氏名・電話番号・①～⑦の
　　　　　　希望講座を書き、返信用の表にも住所・氏名を書いて、８月
　　　　　　２９日�まで（必着）に源氏物語ミュージアム（〒６１１-００２１宇治
　　　　　　市宇治東内４５-２６、�３９-９３００）へ。１枚のはがきで①～⑦の
　　　　　　全部に申し込むことができますが、応募多数の場合はそれぞ
　　　　　　れの講座ごとに抽選します。

講　師テーマ月　日
西村さとみさん（奈良女子大学助手）和　歌① ９月 ６日�
植山茂さん（京都文化博物館主任学芸員）音　楽② ９月１３日�
土橋誠さん（京都文化博物館学芸員）仮　名③ ９月２０日�
西山恵子（源氏物語ミュージアム職員）遊　び④ ９月２７日�
古藤真平さん（古代学協会研究員）文　章⑤１０月 ４日�
榎英一（源氏物語ミュージアム職員）算　術⑥１０月１１日�
山本祐子さん（名古屋市博物館学芸員）学　び⑦１０月１８日�

源氏物語ミュージアム秋の講座

「平安貴族の趣味と教養」

聴講無料

白白ばばらら講講演演会会
現代に生きる噺家
　　　　講師　桂米二さん

9月11日（水）　午後1時半～4時
文化センター小ホール
入場無料（整理券が必要）　　

�整理券は市役所玄関受付、文化センター、各公民館・図書館・ふれあい
　センター・行政サービスコーナー・コミュニティセンターと選挙管理委
　員会事務局にあります。
　　　＜手話通訳、要約筆記を希望する人は事前に申し込みを＞
　　　　　　　　　　　

�選挙管理委員会事務局

  介護用ベッド、食器棚、ＣＤコンポ、ＣＤラジカセ、ファクス、 
  ＭＤコンポ、照明器具、洗濯機、掃除機、テレビ、ノートパソコ

ン、パソコン、デジタルカメラ、ビデオカメラ、ビデオデッキ、ポータブルＭＤプ
レーヤー、ラジカセ、冷蔵庫、ワープロ、エレクトーン、ギター、クラシックギタ
ー、電子ピアノ、ピアノ、フルート、ガスコンロ、ガスファンヒーター、子ども用
自転車、自転車、室内用すべり台、ジュニアシート、食卓テーブル、すべり台、チ
ャイルドシート、調乳ポット、ビニールプール、ベビーカーＡ、ベビーカーＢ、ベ
ビーハイチェア、ベビーベッド、絵画セット、キックスケーター、キックボード、
キャンプ用品、クラシックカメラ、剣道の防具、硬式用テニスラケット、スライド
プロジェクター、彫刻刀、テント、圧力鍋、コーヒーメーカー、足踏みミシン、う
す・きね、折りたたみ式台車、碁石・碁盤、生ゴミ処理機、ミシン、ちゃぶ台、応
接セット

譲ってほしい

人形劇フェスティバル

と　き　8月31日（土）
　　　　午後1時～3時半
ところ　文化センター小ホール
　　　　　　入場無料
内　容　人形劇・ペープサート・
　　　　腹話術と手品など
対　象　幼児・小学生
　　　　　（保護者同伴可）
   □問 中央公民館（� 39-9258）

はなしか


